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「適格請求書等保存方式（インボイス制度）について延期も含め慎重

に検討することを求める意見書」を政府に提出することを要望する陳

情 

 

【陳情の趣旨】 

新型コロナウイルス感染拡大や物価高騰の影響で景気回復が見通せず、中小事

業者・個人事業主の経営困難が続いている中、２０２３年１０月１日に複数税率

に対応した消費税の仕入税額控除方式として適格請求書等保存方式（インボイス

制度）の実施に向け、２０２１年１０月１日からインボイス発行事業者の登録申

請が開始されている。 

インボイスを発行しない消費税免税事業者は、課税業者との取引から排除され

かねない上、取引先からインボイスの発行を求められ登録事業者になれば、免税

事業者の立場を失い、更に経営が困難になる。 

また、世界的にも注目が集まる日本の芸術文化・アニメ・コンテンツ産業の業

界内調査によると、インボイスによって廃業を検討している事業者の多くが２０

代３０代の下積み世代の若手であり、それは産業の未来を担う若手が育たず、業

界が衰退することを意味する。 

物価高騰やコロナ禍の下でインボイス制度を実施すれば、中小事業者や個人事

業主、ひいては芸術文化など多くの営みが廃れかねない。 

さらに、介護業界においても、再エネ賦課金への転嫁による電気料金の値上げ

が、事業継続を困難にし、利用者の利用控えを誘発して重度化を招く等、市民生

活と社会インフラの維持を危うくさせる事が懸念される。 

実際に本区にも、これまで様々な団体・個人から、インボイス制度の実施延期

等を求める声が寄せられている。 

 

【陳情事項】 

目黒区議会は、国に対し、中小企業・事業者の存続、地域経済の再生、日本

を支える様々な産業、文化を守るため、インボイス制度の実施については延期

を含め慎重に検討することを強く求める意見書を提出することを要望する。 

 

 

 


